








要約:今回の研究はバイオエレクトリカル・インピーダンス法の、3 才以上の小児への応

用を試みたものである。身長2/抵抗(H2/R)を除脂肪組織量の指標とすると、3才から 6才

の間で除脂肪組織量の増加がみられた。体重と H2/R はこの年令の正常体重児では、ほぼ

直線的な相関を示したが、過体重児では同一体重であっても、除脂肪組織の割合は少なく、

体脂肪の割合が高かった。以上の結果から、H2/R を指標とすることにより、幼児の体組

成の分析が可能であると考えられた。


